
開催概要

プログラム

講師紹介

気候変動や地球温暖化の影響が世界規模で顕在化している中で、私たちは2050年に脱炭素を実現すべく取組が始まっています。
企業にとってもサプライチェーン全体で脱炭素経営が求められる中で、中小事業者にとって脱炭素への対応は喫緊の課題です。
脱炭素へ取り組む理由、メリット、取組内容、その支援策等、本セミナーをとおして情報提供を行います。
併せて、個別相談会も開催致します。ぜひご参加ください。

埼玉県、
埼玉県地球温暖化防止活動推進センター

（環境ネットワーク埼玉）

主催者挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊工業新聞社編集局　松木  喬  氏
脱炭素経営の具体的な取組方法について
　　　　　　　　　　　　　　　　　省エネお助け隊専門家　柴田  敏郎  氏
事例発表
埼玉県・国の取組及び概算要求について
　　　　　　　　　　　　　埼玉県環境部温暖化対策課、関東経済産業局、環境省関東地方環境事務所 

「取材から見た、脱炭素で成長する中小企業たち」

2023年11 月 8 日（水）14 時～ 16 時　
個別相談会 16 時～
大宮ソニックシティ市民ホール 404
オンライン
中小事業者、関係者

日刊工業新聞社さいたま総局

日　時

会　場

対　象

無料参加費

主　催

後　援

脱炭素経営セミナー

特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉
（埼玉県地球温暖化防止活動推進センター）
〒330-0074 さいたま市浦和区北浦和5-6-5
TEL：048-749-1217　FAX：048-749-1218
（平日 9:00~16:50）

令和5年度
中小事業者向け スタートアップスタートアップ

松木  喬  氏（日刊工業新聞社編集局）

1
2

3

4
5

希望者のみ・要申込 個別相談会（16:00~）

埼玉県マスコット
「コバトン」「さいたまっち」

事務局
（お問合せ）

【プロフィール】
1976 年生まれ、新潟県出身。
2002 年日刊工業新聞社入社。
2009 年から環境・ＣＳＲ・エネルギー分野を取材

【著書】
『エコ・リーディングカンパニー東芝の挑戦』
『ＳＤＧｓ経営　社会課題解決が企業を成長させる』
『ＳＤＧｓアクション〈ターゲット実践〉インプットからアウトプットまで』
『自然再生をビジネスに活かす　ネイチャーポジティブ』
（すべて日刊工業新聞社刊）

【社外】
日本環境協会理事、日本環境ジャーナリストの会会長、
元新潟市産業振興財団　技術アイデア「見える化」支援事業専門家

お申込み方法：申込みフォームからお申込
みいただくか、裏面の申込用紙にてお申込み
ください。オンライン参加をご希望の方に
は、前日までに視聴方法をメールにてご連絡
いたします。

申込みフォーム
二次元コード



脱炭素経営セミナー申込
令和 5 年度中小事業者向けスタートアップ

□省エネ計画・運用改善　　□設備更新　　□再エネ電気の購入　　□再エネの導入
□補助金・融資　　□エネルギー転換（燃料転換・電化など）　　□その他

お名前

ご所属（法人の方）

メール又は電話番号

相談項目

相談内容（具体的にご記入ください）

参加方法 会 場 　 　 / 　 　 オ ン ラ イ ン

事業所名

事業所住所
〒

相談者

連絡先

業種（中分類） 従業員数

資本金 年間エネルギー
使用量

役　職 お名前

部署名

メール

電　話

申 込 み 期 限

11/1（水）

個 別 相 談 会 申 込
令和 5 年度中小事業者向けスタートアップ 申 込 み 期 限

10/27（金）

お 申 込 み 先 メール：center@kannet-sai.org　 F A X：048-749-1218

セミナー終了後、県内の中小事業者様の脱炭素経営・省エネを促進するため、取組上の課題やお悩みに対して専門家
による個別相談会を開催します。ご希望の方は、下記をご確認のうえお申込みください。（事前予約制）

希望する相談内容について記述してください。（時間の都合上、ご相談内容は１項目としてください）

必要事項をご記入のうえ、メール又はファックスでお申込みください。定員（会場 60 名、オンライン 100 名）に達し、
ご参加いただけない場合のみ事務局からご連絡します。

※相談時間は一社 30 分程度、定員８件です。事前に事務局より相談内容や時間調整等についてご連絡させていただきます。
　なお、相談内容によっては対応できない場合もありますのでご了承ください。


